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(57)【要約】
【課題】特にフィルタ全体によってオイルミストを含有
する空気を濾過することかできると共に、空気の流れを
スムースにすることができるミスト除去装置を提供する
。
【解決手段】側部に流通孔を有する排気ハウジングと、
内部が前記流通孔に連通するように、排気ハウジングの
側部に直列に取り付けられる第１円筒部、第２円筒部及
び第３円筒部と、前記第１円筒部の内部に設置されるモ
ータと、前記第２円筒部の内部に設置される環状フィル
タと、前記環状フィルタの内側に位置するように駆動軸
の自由端に取り付けられるファンと、前記第３円筒部の
内部に設置され、一端に円錐部材が設置される筒状フィ
ルタと、前記各円筒部を囲むように一端が前記排気ハウ
ジングの側部に取り付けられると共に、他端における前
記円錐部材と対応する位置に入気口が設けられる外部円
筒とを備えることを特徴とする。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　側部に流通孔（１１）を有すると共に、上部に排気口（１２）を有する排気ハウジング
（１０）と、
　内部が前記流通孔（１１）に連通するように、一端が排気ハウジング（１０）の側部に
取り付けられる第１円筒部（２０）と、
　前記第１円筒部（２０）の他端に取り付けられ、環状フィルタ（３３）が設置されると
共に、中央における、該環状フィルタ（３３）の内側に軸孔（３１）が形成され、更に上
部における、該環状フィルタ（３３）の外側に少なくとも１つの気流孔（３２）が形成さ
れる第１仕切板（３０）と、
　前記気流孔（３２）と環状フィルタ（３３）を囲むように一端が前記第１仕切板（３０
）に取り付けられる第２円筒部（４０）と、
　前記第１円筒部（２０）の内部に設置され、軸孔（３１）を通って第２円筒部（４０）
に位置する駆動軸（５１１）を有するモータ（５１）と、
　前記駆動軸（５１１）の自由端に取り付けられ、環状フィルタ（３３）の内側に位置す
るファン（５２）と、
　前記第２円筒部（４０）の他端に取り付けられ、該第２円筒部（４０）と連通する連通
孔（６１）が形成されると共に、軸方向の一端が該連通孔（６１）の周囲に設置され、他
端に円錐部材（６３）が設置される筒状フィルタ（６２）が取り付けられる第２仕切板（
６０）と、
　前記筒状フィルタ（６２）の周囲をカバーするように一端が前記第２仕切板（６０）に
取り付けられる第３円筒部（７０）と、
　前記第１円筒部（２０）、第１仕切板（３０）、第２円筒部（４０）、第２仕切板（６
０）及び第３円筒部（７０）を囲むように一端が前記排気ハウジング（１０）の側部に取
り付けられると共に、他端が該第３円筒部（７０）の一端に取り付けられ、更に他端にお
ける前記円錐部材（６３）と対応する位置に入気口（８１）が設けられる外部円筒（８０
）とを備えることを特徴とするオイルミスト除去装置。
【請求項２】
　前記排気ハウジング（１０）の側部における流通孔（１１）の周縁から排気ハウジング
（１０）の内部に向かって導流パイプ（１４）が延設され、該導流パイプ（１４）の内部
に中間フィルタ（１５）が設置されることを特徴とする請求項１に記載のオイルミスト除
去装置。
【請求項３】
　前記排気ハウジング（１０）内における、前記導流パイプ（１４）の出口に面する側壁
に後部フィルタ（１６）が設置されることを特徴とする請求項２に記載のオイルミスト除
去装置。
【請求項４】
　前記排気ハウジング（１０）内に、前記排気口（１２）に隣接する最終フィルタ（１８
）が設置されると共に、該最終フィルタ（１８）の下方に整流板（１９）が設置されるこ
とを特徴とする請求項３に記載のオイルミスト除去装置。
【請求項５】
　前記第１円筒部（２０）と第３円筒部（７０）の底部に夫々少なくとも１つの排油孔が
形成されると共に、前記第２円筒部（４０）に複数のスリット（４１）が形成され、更に
前記外部円筒（８０）に、外部円筒（８０）の軸方向に沿って該第１円筒部（２０）、第
２円筒部（４０）及び第３円筒部（７０）の下方に位置する貯油室（８２）が設けられる
ことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載のオイルミスト除去装置。
【請求項６】
　前記排気ハウジング（１０）の上部にカバー（１３）が設けられると共に、該カバー（
１３）に前記排気口（１２）が形成されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一
項に記載のオイルミスト除去装置。
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【請求項７】
　前記排気ハウジング（１０）に更に装設孔（１７）が形成されると共に、前記モータ（
５１）の一部が該装設孔（１７）を通って排気ハウジング（１０）内に位置することを特
徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載のオイルミスト除去装置。
【請求項８】
　前記外部円筒（８０）の底部に２つの脚部（８４）が設けられることを特徴とする請求
項１乃至５の何れか一項に記載のオイルミスト除去装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、特にオイルミストを空気中より除去する装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　オイルミスト除去装置は、オイルミストを空気中より除去するものであり、オイルミス
ト除去装置の一例としては、台湾実用新案第０９７２００８４７号に記載されるものが知
られており、該オイルミスト除去装置は、第１収容室、第２収容室、第３収容室及び第４
収容室に仕切られた中空のハウジングを有し、該第１収容室にパイプ状のフィルタが設置
されると共に、該第２収容室にファンと、該ファンを囲む環状フィルタが設置され、更に
ハウジングに、第１収容室と第４収容室に夫々、それらを連通させる入気口と排気口が設
けられる。
【０００３】
　前記オイルミスト除去装置によりオイルミストを除去する時は、オイルミストを含有す
る空気がファンによって入気口から第１収容室内へ吸引されてパイプ状のフィルタを通っ
てオイルミストの粒子が初歩的に濾過される。その後、パイプ状のフィルタを通過したオ
イルミストを含有する空気は、更に第２収容室内へ吸引されてファンの気流に乗って環状
フィルタを通過し、パイプ状のフィルタによって更にオイルミストの粒子が濾過され、濾
過を終えた空気は、第３収容室と第４収容室を介して排気口からハウジング外へ排出され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】台湾実用新案公告第Ｍ３４２２１１号（台湾実用新案出願第０９７２００
８４７号）明細書
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記オイルミスト除去装置においては、入気口がパイプ状フィルタの上
方に位置することから、オイルミストを含有する空気は、該パイプ状フィルタの上部しか
通過しないので、除去効果はそれほど期待できなかった。また、前記オイルミスト除去装
置におけるハウジングは矩形であり、各収容室の隅にオイルミストを含有する空気が留ま
りやすいことから、収容室の壁にミストの粒子が付着してしまい、その洗浄作業に時間や
費用がかかるといった問題があった。
【０００６】
　そこで、案出されたのが本考案であって、フィルタ全体によってオイルミストを含有す
る空気を濾過することかできると共に、収容室の隅に空気が留まらないオイルミスト除去
装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願の請求項１の考案は、側部に流通孔（１１）を有すると共に、上部に排気口（１２
）を有する排気ハウジング（１０）と、
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　内部が前記流通孔（１１）に連通するように、一端が排気ハウジング（１０）の側部に
取り付けられる第１円筒部（２０）と、
　前記第１円筒部（２０）の他端に取り付けられ、環状フィルタ（３３）が設置されると
共に、中央における、該環状フィルタ（３３）の内側に軸孔（３１）が形成され、更に上
部における、該環状フィルタ（３３）の外側に少なくとも１つの気流孔（３２）が形成さ
れる第１仕切板（３０）と、
　前記気流孔（３２）と環状フィルタ（３３）を囲むように一端が前記第１仕切板（３０
）に取り付けられる第２円筒部（４０）と、
　前記第１円筒部（２０）の内部に設置され、軸孔（３１）を通って第２円筒部（４０）
に位置する駆動軸（５１１）を有するモータ（５１）と、
　前記駆動軸（５１１）の自由端に取り付けられ、環状フィルタ（３３）の内側に位置す
るファン（５２）と、
　前記第２円筒部（４０）の他端に取り付けられ、該第２円筒部（４０）と連通する連通
孔（６１）が形成されると共に、軸方向の一端が該連通孔（６１）の周囲に設置され、他
端に円錐部材（６３）が設置される筒状フィルタ（６２）が取り付けられる第２仕切板（
６０）と、
　前記筒状フィルタ（６２）の周囲をカバーするように一端が前記第２仕切板（６０）に
取り付けられる第３円筒部（７０）と、
　前記第１円筒部（２０）、第１仕切板（３０）、第２円筒部（４０）、第２仕切板（６
０）及び第３円筒部（７０）を囲むように一端が前記排気ハウジング（１０）の側部に取
り付けられると共に、他端が該第３円筒部（７０）の一端に取り付けられ、更に他端にお
ける前記円錐部材（６３）と対応する位置に入気口（８１）が設けられる外部円筒（８０
）とを備えることを特徴とするオイルミスト除去装置、を提供する。
【０００８】
　本願の請求項２の考案は、前記排気ハウジング（１０）の側部における流通孔（１１）
の周縁から排気ハウジング（１０）の内部に向かって導流パイプ（１４）が延設され、該
導流パイプ（１４）の内部に中間フィルタ（１５）が設置されることを特徴とする請求項
１に記載のオイルミスト除去装置、を提供する。
【０００９】
　本願の請求項３の考案は、前記排気ハウジング（１０）内における、前記導流パイプ（
１４）の出口に面する側壁に後部フィルタ（１６）が設置されることを特徴とする請求項
２に記載のオイルミスト除去装置、を提供する。
【００１０】
　本願の請求項４の考案は、前記排気ハウジング（１０）内に、前記排気口（１２）に隣
接する最終フィルタ（１８）が設置されると共に、該最終フィルタ（１８）の下方に整流
板（１９）が設置されることを特徴とする請求項３に記載のオイルミスト除去装置、を提
供する。
【００１１】
　本願の請求項５の考案は、前記第１円筒部（２０）と第３円筒部（７０）の底部に夫々
少なくとも１つの排油孔が形成されると共に、前記第２円筒部（４０）に複数のスリット
（４１）が形成され、更に前記外部円筒（８０）に、外部円筒（８０）の軸方向に沿って
該第１円筒部（２０）、第２円筒部（４０）及び第３円筒部（７０）の下方に位置する貯
油室（８２）が設けられることを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載のオイル
ミスト除去装置、を提供する。
【００１２】
　本願の請求項６の考案は、前記排気ハウジング（１０）の上部にカバー（１３）が設け
られると共に、該カバー（１３）に前記排気口（１２）が形成されることを特徴とする請
求項１乃至５のいずれか一項に記載のオイルミスト除去装置、を提供する。
【００１３】
　本願の請求項７の考案は、前記排気ハウジング（１０）に更に装設孔（１７）が形成さ
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れると共に、前記モータ（５１）の一部が該装設孔（１７）を通って排気ハウジング（１
０）内に位置することを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載のオイルミスト除
去装置、を提供する。
【００１４】
　本願の請求項８の考案は、前記外部円筒（８０）の底部に２つの脚部（８４）が設けら
れることを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載のオイルミスト除去装置、を提
供する。
【考案の効果】
【００１５】
　本考案は上記の課題を解決するものであり、第３円筒部内へ吸引されるオイルミストを
含有する空気は、円錐部材により均等に分けられて筒状フィルタの全体を通過するので、
より優れた濾過効果が得られる。また、本考案における各内部円筒と外部円筒が円筒形で
あることから、オイルミストを含有する空気は留まることなく円筒内をスムーズに流れる
ので、内部円筒におけるオイルミストの粒子の付着を低減し、殆どのオイルミストの粒子
をフィルタにより濾過することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本考案に係るオイルミスト除去装置の斜視図である。
【図２】本考案に係るオイルミスト除去装置の断面図である。
【図３】本考案に係るオイルミスト除去装置の部分分解斜視図である。
【図４】本考案に係るオイルミスト除去装置の他の部分分解斜視図である。
【図５】本考案に係るオイルミスト除去装置の更に他の部分分解斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面を参照して本考案の好適な実施の形態を詳細に説明する。尚、下記実施
例は、本考案の好適な実施の形態を示したものにすぎず、本考案の技術的範囲は、下記実
施例そのものに何ら限定されるものではない。
【００１８】
　図１は本考案に係るオイルミスト除去装置の斜視図であり、図２は本考案に係るオイル
ミスト除去装置の断面図であり、図３は本考案に係るオイルミスト除去装置の部分分解斜
視図であり、図４は本考案に係るオイルミスト除去装置の他の部分分解斜視図であり、図
５は本考案に係るオイルミスト除去装置の更に他の部分分解斜視図である。
【００１９】
　図１及び図２に示すように、本考案に係るオイルミスト除去装置は、排気ハウジング（
１０）と、第１円筒部（２０）と、第１仕切板（３０）と、環状フィルタ（３３）と、第
２円筒部（４０）と、モータ（５１）と、ファン（５２）と、第２仕切板（６０）と、第
３円筒部（７０）と、外部円筒（８０）とを備える。
【００２０】
　その内、前記排気ハウジング（１０）の側部に流通孔（１１）が形成されると共に、上
部に排気口（１２）が形成され、なお、本実施例においては、該排気ハウジング（１０）
の上部にカバー（１３）が設けられ、該カバー（１３）に排気口（１２）が形成される。
また、前記排気ハウジング（１０）の側部における流通孔（１１）の周縁から排気ハウジ
ング（１０）の内部に向かって導流パイプ（１４）が延設され、該導流パイプ（１４）の
内部に中間フィルタ（１５）が設置されると共に、該排気ハウジング（１０）内における
、導流パイプ（１４）の出口に面する側壁に後部フィルタ（１６）が設置され、更に、該
排気ハウジング（１０）内における排気口（１２）の近傍に最終フィルタ（１８）が設置
されると共に、該最終フィルタ（１８）の下方に整流板（１９）が設置される。
【００２１】
　図３に示すように、第１円筒部（２０）は、内部が流通孔（１１）と連通するように、
一端が排気ハウジング（１０）の側部に取り付けられ、その底部に少なくとも１つの排油
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孔（２１）が形成される。
　第１仕切板（３０）は、前記第１円筒部（２０）の他端に取り付けられ、環状フィルタ
（３３）を有すると共に、中央部に該環状フィルタ（３３）の内側に位置する軸孔（３１
）が形成され、更に上部に該環状フィルタ（３３）の外側に位置する少なくとも１つの気
流孔（３２）が形成される。
【００２２】
　図４に示すように、第２円筒部（４０）は、気流孔（３２）と環状フィルタ（３３）を
囲むように一端が前記第１仕切板（３０）に取り付けられ、円筒の軸方向に沿って複数の
スリット（４１）が形成される。
　前記モータ（５１）は、第１円筒部（２０）の内部に設置され、軸孔（３１）を通って
前記第２円筒部（４０）に位置する駆動軸（５１１）を有する。また、大型のファン（５
２）を使用する場合は、前記排気ハウジング（１０）に更に装設孔（１７）が形成されモ
ータ（５１）の一部を該装設孔（１７）を通って排気ハウジング（１０）内に位置させて
もよい。
　前記ファン（５２）は、前記環状フィルタ（３３）の内側に位置するようにモータ（５
１）の駆動軸（５１１）の自由端に取り付けられる。
【００２３】
　前記第２仕切板（６０）は、第２円筒部（４０）の他端に取り付けられ、該第２円筒（
４０）と連通する連通孔（６１）が形成されると共に、軸方向の一端が該連通孔（６１）
の周囲に設置され、他端に円錐部材（６３）が設置される筒状フィルタ（６２）が取り付
けられる。
　図５に示すように、第３円筒部（７０）は、筒状フィルタ（６２）の周囲をカバーする
ように一側が前記第２仕切板（６０）に取り付けられ、底部に少なくとも１つの排油孔（
７１）が形成される。
【００２４】
　前記外部円筒（８０）は、第１円筒部（２０）、第１仕切板（３０）、第２円筒部（４
０）、第２仕切板（６０）及び第３円筒部（７０）を囲むように一端が前記排気ハウジン
グ（１０）の側部に取り付けられると共に、他端が該第３円筒部（７０）の一端に取り付
けられ、更に他端における前記円錐部材（６３）と対応する位置に入気口（８１）が設け
られ、また、本実施例においては、該外部円筒（８０）において更に、円筒の軸方向に沿
って第１円筒部（２０）、第２円筒部（４０）と第３円筒部（７０）の下方に位置する貯
油室（８２）が形成されると共に、該外部円筒（８０）の底部に２つの脚部（８４）が設
けられる。
【００２５】
　図２に示すように、本考案に係るオイルミスト除去装置によりオイルミストを除去する
時は、ファン（５２）によって入気口（８１）から第３円筒部（７０）内へオイルミスト
を含有する空気を吸引し、その吸引したオイルミストを含有する空気を、円錐部材（６３
）により均等に分けて筒状フィルタ（６２）全体へ送り、フィルタ（６２）にかけるので
、従来のオイルミスト除去装置に比べてより優れた濾過効果が得られる。その後、筒状フ
ィルタ（６２）を通過したオイルミストを含有する空気は、連通孔（６１）を通って第２
円筒部（４０）へ吸引され、前記ファン（５２）の気流に乗って環状フィルタ（３３）へ
送られ、更に濾過される。
【００２６】
　前記環状フィルタ（３３）を通過したオイルミストを含有する空気は、前記気流孔（３
２）を通って導流パイプ（１４）へ吸引されて該導流パイプ（１４）を通過する間に中間
フィルタ（１５）により濾過され、該導流パイプ（１４）から排出されたオイルミストを
含有する空気は、後部フィルタ（１６）へ送られて該後部フィルタ（１６）により濾過さ
れる。その後、オイルミストを含有する空気は上昇して整流板（１９）により整流されて
最終フィルタ（１８）を通過し、該最終フィルタ（１８）により残留したオイルミストの
粒子が除去されて清潔な空気となり、排気口（１２）から排出される。
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【００２７】
　また、前記環状フィルタ（３３）と筒状フィルタ（６２）に収集したオイル及び各円筒
に付着したオイルは、流れ落ちて排油孔（２１）（７１）とスリット（４１）を通り、貯
油室（８２）へ収集され、集まったオイルは放出弁から放出される。
【００２８】
　上述したように、本考案における各内部円筒（２０）（４０）（７０）と外部円筒（８
０）は円筒形であることから、オイルミストを含有する空気が留まることなく円筒内をス
ムースに流れるので、各円筒におけるオイルミストの粒子の付着を低減し、殆どのオイル
ミストの粒子をフィルタにより濾過することができる。
【符号の説明】
【００２９】
　１０　排気ハウジング
　１１　流通孔
　１２　排気口
　１３　カバー
　１４　導流パイプ
　１５　中間フィルタ
　１６　後部フィルタ
　１７　装設孔
　１８　最終フィルタ
　１９　整流板
　２０　第１円筒部
　２１　排油孔
　３０　第１仕切板
　３１　軸孔
　３２　気流孔
　３３　環状フィルタ
　４０　第２円筒部
　４１　スリット
　５１　モータ
　５１１　駆動軸
　５２　ファン
　６０　第２仕切板
　６１　連通孔
　６２　筒状フィルタ
　６３　円錐部材
　７０　第３円筒部
　７１　排油口
　８０　外部円筒
　８１　入気口
　８２　貯油室
　８３　放出弁
　８４　脚部
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